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金
で
あ
る
基
金
の
現
在
高
が
約

15
億
円
増
え
て
お
り
評
価
す
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
市
債
の
約

半
分
を
占
め
る
臨
時
財
政
対
策

債
の
現
在
高
が
約
110
億
円
あ
り
、

元
金
償
還
が
本
格
的
に
始
ま
る

時
期
を
迎
え
て
い
る
。
し
っ
か

り
し
た
対
応
を
お
願
い
し
た
い
。

　

な
お
、
北
川
市
政
に
お
け
る

最
後
の
決
算
と
な
る
が
、
20
年

間
の
こ
れ
ま
で
の
財
政
運
営
は
、

行
財
政
改
革
の
推
進
に
よ
り
、

総
額
約
290
億
円
の
財
政
効
果
を

生
み
出
し
、
こ
れ
を
財
源
と
し

て
遅
れ
て
い
た
イ
ン
フ
ラ
整
備

等
に
取
り
組
み
、
ま
た
福
祉
、

教
育
の
向
上
に
努
め
た
こ
と
を

高
く
評
価
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

以
上
、本
決
算
に
賛
成
す
る
。

　

反
対

日
本
共
産
党
昭
島
市
議
団

荒
井　

啓
行　

議
員

　

市
は
２
年
ご
と
に
、
３
回
連

続
し
て
国
保
税
を
値
上
げ
し
た
。

そ
の
一
方
で
、
所
得
額
が
200
万

円
以
下
の
世
帯
数
が
全
体
の
74.5

％
を
占
め
、
所
得
の
低
い
方
が

年
々
増
加
す
る
な
ど
、
国
保
加

入
者
の
厳
し
い
生
活
実
態
が
う

か
が
わ
れ
る
。

　

平
成
27
年
度
か
ら
、
被
保
険

者
の
負
担
軽
減
の
た
め
の
国
庫

支
出
金
等
が
交
付
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
を
活
用
し
て
国
保
税
の
引

き
下
げ
を
行
っ
て
い
る
自
治
体

も
あ
る
中
、
市
は
す
べ
て
を
赤

字
補
て
ん
に
充
当
す
る
等
、
血

も
涙
も
な
い
対
応
で
許
せ
な
い
。

　

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
は
被

用
者
保
険
等
と
違
い
雇
用
主
負

担
が
な
く
、
国
と
自
治
体
が
そ

の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
国

民
健
康
保
険
法
は
国
保
事
業
の

健
全
な
運
営
の
た
め
、
法
律
は

自
治
体
の
負
担
を
義
務
づ
け
て

お
り
、
一
般
会
計
か
ら
国
保
会

計
へ
の
繰
り
入
れ
は
問
題
な
い

と
指
摘
し
本
決
算
に
反
対
す
る
。

　

賛
成

自
由
民
主
党
昭
島
市
議
団

小
山　
　

満　

議
員

　

国
民
健
康
保
険
税
の
徴
収
率

は
80.3
％
と
、
前
年
度
と
比
較
し

て
1.2
ポ
イ
ン
ト
の
増
と
な
っ
て

い
る
。
徴
収
率
は
向
上
を
続
け

て
お
り
、
収
納
確
保
に
関
す
る

様
々
な
取
り
組
み
を
継
続
し
た

結
果
で
あ
る
と
判
断
で
き
る
。

　

ま
た
、
一
般
会
計
か
ら
の
多

額
の
赤
字
繰
入
金
に
よ
り
収
支

の
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
て
い
る
状

況
に
変
わ
り
は
な
い
が
、
赤
字

補
て
ん
額
は
前
年
度
よ
り
約
１

億
９
千
万
円
減
少
と
、
一
般
会

計
に
及
ぼ
す
影
響
を
考
慮
し
、

努
力
し
た
も
の
と
評
価
す
る
。

　

な
お
、
平
成
30
年
度
か
ら
の

広
域
化
は
す
ぐ
そ
こ
ま
で
来
て

お
り
、
国
や
都
の
動
向
を
把
握

し
、
市
民
へ
の
丁
寧
な
周
知
と

制
度
の
激
変
緩
和
の
対
策
等
に

努
め
て
ほ
し
い
。

　

加
え
て
、
地
域
医
療
の
支
え

で
あ
る
制
度
の
安
定
的
で
持
続

可
能
な
運
営
の
確
保
に
向
け
、

更
な
る
努
力
の
継
続
を
要
望
し
、

本
決
算
に
賛
成
す
る
。

（
2
面
下
段
よ
り
）

（
4
面
下
段
へ
続
く
）

補
正
予
算
審
査

特
別
委
員
会

◇
と　
　

き　

９
月
６
日

◇
委
員
長　

小
山　
　

満

◇
副
委
員
長　

渡
辺　

純
也

◇
委
員
数　

19
人

（
正
副
議
長
を
除
く
）

◇
審
査
結
果　

各
会
計
と
も

　
　
　
　
　
　

原
案
可
決

各
会
派
の
主
な
質
疑

（
質
疑
順
に
掲
載
）

質
問　

国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
の
以
下
の
内
容
は
。
①
一
般

会
計
繰
出
金
１
千
160
万
円
の

増
。
②
国
保
事
業
運
営
基
金
繰

入
金
１
億
245
万
８
千
円
の
減
。

答
弁　

①
職
員
給
与
費
等
繰
入

分
と
、
出
産
育
児
一
時
金
の
繰

入
分
の
決
算
が
終
わ
り
、
精
算

の
結
果
、一
般
会
計
に
戻
し
た
。

②
今
回
の
補
正
予
算
の
所
要
の

調
整
に
よ
り
、繰
入
金
を
減
額
。

質
問　

介
護
保
険
給
付
事
業
運

営
基
金
積
立
金
に
１
億
３
千
539

万
円
積
み
立
て
た
理
由
は
。

答
弁　

平
成
27
年
度
の
事
業
費

が
確
定
し
、
精
算
後
の
剰
余
金

を
積
み
立
て
た
。

質
問　

一
般
会
計
歳
入
で
普
通

交
付
税
が
減
額
の
理
由
は
。

答
弁　

地
方
消
費
税
交
付
金
や

配
当
割
交
付
金
等
が
、
見
込
み

よ
り
伸
び
、
基
準
財
政
収
入
額

が
増
加
し
た
た
め
。

質
問　

前
年
度
繰
越
金
を
、
公

共
施
設
整
備
資
金
積
立
基
金
に

積
み
立
て
た
理
由
は
。

答
弁　

前
年
度
と
同
様
に
、
今

後
の
普
通
建
設
事
業
等
の
財
政

需
要
を
見
通
す
中
で
実
施
。

み
ら
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

 ◎ 一般会計（第３・４・５号）　　　　　　　　　　  
当初予算	 ４４３億９６００万円
前回までの補正額	 ４０６０万円
今回補正額（第３号）	 ７億７９１０万円
今回補正額（第４号）	 ９２０万円
今回補正額（第５号）	 ３００万円
予算総額	 ４５２億２７９０万円

 ◎ 国民健康保険特別会計（第１号）　　　　　　　　  
当初予算	 １４１億９８００万円
今回補正額	 ９９６０万円
予算総額	 １４２億９７６０万円

 ◎ 介護保険特別会計（第２号）　　　　　　　　　　  
当初予算	 ７９億７０４７万円
前回補正額	 ７４０万円
今回補正額	 ２億５１９８万４千円
予算総額	 ８２億２９８５万４千円

 ◎ 後期高齢者医療特別会計（第１号）　　　　　　　  
当初予算	 ２０億９６９４万９千円
今回補正額	 ５２０７万円
予算総額	 ２１億４９０１万９千円

 ◎ 下水道事業特別会計（第１号）　　　　　　　　　  
当初予算	 ２５億４７９１万１千円
今回補正額	 ３億８８９３万円
予算総額	 ２９億３６８４万１千円

 ◎ 中神土地区画整理事業特別会計（第１号）　　　　  
当初予算	 ３億８４００万３千円
今回補正額	 ９４万２千円
予算総額	 ３億８４９４万５千円

予算の補正状況

日
本
共
産
党
昭
島
市
議
団

無

会

派

自
由
民
主
党
昭
島
市
議
団

公
明
党
昭
島
市
議
団

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

質
問　

定
期
予
防
接
種
業
務
委

託
１
千
633
万
円
増
の
内
容
は
。

答
弁　

Ｂ
型
肝
炎
予
防
接
種
を

10
月
か
ら
３
月
ま
で
の
間
、
延

べ
１
千
772
人
実
施
を
想
定
。

質
問　

認
定
こ
ど
も
園
と
私
立

保
育
園
の
業
務
効
率
化
推
進
事

業
に
つ
い
て
、
内
容
は
。

答
弁　

保
育
日
誌
、
出
席
簿
、

児
童
票
等
、
保
育
士
が
手
作
業

で
作
成
し
て
い
た
も
の
を
Ｉ
Ｃ

Ｔ
化
し
業
務
の
効
率
化
を
図
る
。

質
問　

昭
島
市
の
魅
力
を
市
内

外
の
人
に
認
知
し
て
も
ら
う
こ

と
が
大
切
で
は
。
他
市
と
違
う

パ
ブ
リ
シ
テ
ィ
活
動
の
検
討
を
。

答
弁　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
効
果

的
な
活
用
な
ど
を
促
し
て
い
る
。

昭
島
な
ら
で
は
の
情
報
発
信
に

つ
い
て
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

ア
キ
シ
マ
ク
ジ
ラ
化
石

標
本
付
着
異
物
剥
離
等
委
託
に

つ
い
て
、
①
内
容
は
。
②
（
仮

称
）
教
育
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

に
レ
プ
リ
カ
を
展
示
す
る
際
、

化
石
の
一
部
、
写
真
や
資
料
な

ど
を
一
緒
に
展
示
す
る
考
え
は
。

答
弁　

①
化
石
本
体
に
付
着
し

て
い
る
異
物
の
除
去
や
な
く
な

っ
て
い
る
部
分
の
補
完
等
を
行

い
、
学
術
研
究
の
対
象
と
な
る

標
本
に
仕
上
げ
て
い
く
。
②
レ

プ
リ
カ
と
と
も
に
、
来
館
者
に

興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
展

示
と
な
る
よ
う
工
夫
し
て
い
く
。

質
問　

認
定
農
業
者
施
設
整
備

支
援
事
業
補
助
金
に
つ
い
て
、

①
対
象
農
家
が
販
売
拡
大
す
る

商
品
は
。
②
農
業
は
都
市
生
活

の
中
で
心
に
潤
い
を
与
え
、
食

育
に
も
つ
な
が
る
。
市
民
農
園

や
体
験
農
園
を
増
や
す
考
え
は
。

答
弁　

①
３
件
が
花
を
、
他
３

件
が
ト
マ
ト
な
ど
野
菜
の
増
産

を
計
画
し
て
い
る
。
②
有
意
義

な
取
り
組
み
と
考
え
る
が
指
導

す
る
農
業
者
の
負
担
も
大
き
い
。

意
欲
的
な
農
業
者
が
い
れ
ば
市

民
農
園
や
体
験
農
園
を
増
や
す

取
り
組
み
を
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て
、
①
11
月
か
ら
耐
震
工

事
と
の
こ
と
だ
が
、
３
年
後
の

建
て
替
え
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

②
３
階
会
議
室
の
空
調
が
壊
れ

て
い
る
。
入
れ
替
え
る
べ
き
。

答
弁　

①
特
定
防
衛
施
設
周
辺

整
備
調
整
交
付
金
を
基
金
に
積

み
立
て
て
お
り
、
一
定
の
財
源

確
保
が
図
れ
た
段
階
で
、
公
共

施
設
等
総
合
管
理
計
画
と
の
整

合
を
図
り
対
応
し
て
い
き
た
い
。

②
広
い
部
屋
に
効
果
的
で
安
価

な
空
調
が
見
つ
か
ら
な
い
状
況
。

調
査
を
継
続
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

就
労
の
き
っ
か
け
と
し

て
農
業
を
利
用
し
、
就
業
意
欲

を
増
加
さ
せ
る
中
間
就
労
の
取

り
組
み
が
、
生
活
保
護
受
給
者

等
の
自
立
に
向
け
て
重
要
と
考

え
る
が
所
見
は
。

答
弁　

活
用
で
き
る
ケ
ー
ス
も

あ
る
と
考
え
て
お
り
、
課
題
を

踏
ま
え
、
関
係
部
署
間
で
連
携

し
な
が
ら
、
福
祉
分
野
で
の
取

り
組
み
を
検
討
し
た
い
。

質
問　

平
成
27
年
度
に
策
定
し

た
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
で
は
健

康
増
進
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い

る
が
、
計
画
に
基
づ
い
て
展
開

し
た
事
業
は
。

答
弁　

デ
ー
タ
化
さ
れ
た
医
療

情
報
を
分
析
し
、
特
定
健
診
の

勧
奨
は
が
き
の
内
容
を
対
象
者

に
よ
り
変
え
て
発
送
し
た
。

質
問　

市
内
に
は
史
跡
等
の
看

板
が
多
く
あ
る
が
、
統
一
さ
れ

た
デ
ザ
イ
ン
で
種
類
ご
と
に
色

質
問　

財
政
調
整
基
金
の
現
在

高
見
込
額
は
本
年
度
末
で
約

35
億
円
だ
が
、
中
期
財
政
計
画

で
は
32
年
度
末
で
23
億
円
ま
で

減
少
し
て
い
る
。市
の
考
え
は
。

答
弁　

繰
越
金
を
積
み
立
て
て

質
問　

予
防
接
種
事
業
に
つ
い

て
、
①
Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
が

定
期
接
種
化
さ
れ
た
経
過
は
。

②
妊
婦
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

関
す
る
情
報
提
供
は
ど
の
よ
う

に
行
っ
て
い
る
の
か
。

答
弁　

①
子
ど
も
の
Ｂ
型
肝
炎

は
重
篤
化
す
る
ケ
ー
ス
が
多

く
、
任
意
接
種
の
接
種
率
も
高

い
た
め
。
②
予
防
接
種
特
集
号

の
配
布
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で

の
周
知
、
保
健
師
に
よ
る
面
接

等
で
情
報
提
供
を
図
っ
て
い
る
。

質
問　

保
育
園
等
の
業
務
効
率

化
推
進
事
業
に
つ
い
て
、
①
具

体
的
に
ど
の
よ
う
な
業
務
が
Ｉ

Ｃ
Ｔ
化
さ
れ
る
の
か
。
②
１
園

あ
た
り
で
ど
の
程
度
の
効
率
化

が
図
れ
る
の
か
。

答
弁　

①
児
童
票
や
指
導
計

画
、
保
育
日
誌
の
作
成
機
能
等

が
そ
れ
ぞ
れ
連
動
し
、
タ
ブ
レ

ッ
ト
等
で
の
作
成
が
可
能
と
な

い
く
中
で
、
計
画
上
の
残
高
ま

で
陥
ら
な
い
よ
う
な
形
で
の
財

政
運
営
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

る
。
②
保
育
士
の
業
務
の
効
率

化
に
よ
っ
て
、
年
間
70
万
円
程

度
削
減
で
き
る
と
考
え
る
。

質
問　

昭
島
ブ
ラ
ン
ド
構
築
・

推
進
事
業
で
、
水
ブ
ラ
ン
ド
品

に
関
す
る
個
別
相
談
会
や
水
の

つ
な
が
り
ツ
ア
ー
を
行
う
と
の

こ
と
だ
が
、
①
委
託
先
は
決
ま

っ
て
い
る
の
か
。
②
水
に
特
化

し
た
も
の
に
限
定
さ
れ
る
の
か
。

答
弁　

①
現
時
点
で
は
未
定
。

②
国
の
地
方
創
生
加
速
化
交
付

金
の
対
象
事
業
で
あ
り
、
既
存

の
水
ブ
ラ
ン
ド
構
築
推
進
事
業

を
加
速
化
し
、
展
開
し
て
い
く

位
置
づ
け
と
な
っ
て
い
る
。

質
問　

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
は

空
調
の
故
障
等
で
利
用
者
が
大

変
な
不
便
を
感
じ
て
い
る
が
、

市
と
し
て
ど
う
考
え
る
の
か
。

答
弁　

今
後
の
施
設
計
画
等
も

あ
り
、
既
存
の
経
費
の
中
で
何

が
可
能
か
検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

普
通
交
付
税
の
今
後
の

見
込
み
と
対
策
は
。

答
弁　

平
成
30
年
度
以
降
は
不

交
付
を
見
込
ん
で
お
り
、
次
回

の
中
期
財
政
計
画
策
定
の
中
で

改
め
て
示
し
て
い
く
。

分
け
す
る
な
ど
、
観
光
マ
ッ
プ

に
記
載
で
き
る
形
で
活
用
し
て

は
ど
う
か
。

答
弁　

統
一
さ
れ
た
分
か
り
や

す
い
看
板
の
必
要
性
や
有
効
性

は
認
識
し
て
お
り
、
最
適
な
手

段
を
今
後
検
討
し
た
い
。

質
問　

中
神
土
地
区
画
整
理
事

業
が
長
年
続
き
、
地
権
者
の
世

代
交
代
や
細
分
化
が
行
わ
れ
て

い
る
中
、
借
り
上
げ
道
路
の
現

状
と
今
後
の
対
応
は
。

答
弁　

借
り
上
げ
道
路
の
部
分

は
、
将
来
的
に
は
権
利
者
の
減げ

ん

歩ぶ

対
象
地
と
な
る
が
、
現
状
で

は
相
続
や
買
い
取
り
申
し
出
等

に
対
し
、
減
歩
緩
和
対
象
用
地

と
し
て
取
得
し
て
い
る
。
今
後

も
権
利
者
と
調
整
し
な
が
ら
、

同
様
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。
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